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保証とサービスについて 

◎ 保証書について 

「保証書」はお客様が保証修理を受けられる際、必要となるものです。お読みいただいて 

大切に保管して下さい。 

◎ アフターサービスについて 

ご使用中の故障やご不審な点など不具合がある場合は、以下のことをご確認の上、お買

い上げいただいた販売店等へご相談下さい。 

○ 型式名 

○ シリアル№ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 不具合状況（どのような現象ですか？･･･） 

○ ご使用状況（どのくらい作業していましたか？･･･） 

○ 不具合が発生した時の状況（どんな作業をしていた時に？･･･） 

 

◎ 補修部品の供給年限について 

この製品の補修部品の供給年限は、製造打ち切り後 9 年です。ただし、特殊部品につい

ては供給年限内であっても納期等をご相談させていただく場合があります。 

 

重要 

・機械の改造は危険ですのでしないで下さい。改造した場合や取扱説明書に記載された正し

い使用目的と異なる場合は、メーカー保証の対象外となりますのでご注意下さい。 

・電動リモコンシャッターの「リモコンシャッター本体」「制御ボックス」「コントロールボックス」

「配線類」は分解及び改造は危険ですのでしないで下さい。また、メーカー保証の対象外

になりますのでご注意下さい。 

型式名とシリアル№
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各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

シャッター周りは分解が出来ますので、作業シーズン終了後は分解清掃をして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ ャ ッ タ ー 周 り

組付図 
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装着前の準備 

各部のボルト･ナット類の緩み・ピン類の脱落がないか確認を行って下さい。 

 

注意 

組付けしたボルト･ナット類は、確実に締め込んで下さい。緩みがあると思わぬ事故を起こす

恐れがあります。 

 

 

装着方法 

危険 

ジョイントを取り付けるときは、必ずエンジンを停止させて下さい。エンジンが作動した状態で

作業を行うと巻き込みによる死傷事故を起こす恐れがあります。 

 

警告 

① ブロードキャスターの着脱は、平坦な場所で行って下さい。凸凹地の場合、思わぬ事故を

起こす恐れがあります。 

② ブロードキャスターの下にもぐったり、足を入れたりしないで下さい。 

③ トラクタとブロードキャスターの間に不用意に入らないで下さい。 

 

注意 

① トラクタの PTO 変速は、中立にして下さい。 

② 作業機の周りには人が近寄らないよう十分注意して下さい。 

③ ユニバーサルジョイントのノックピンが確実に入っている事を確認して下さい。 

④ 二人以上で作業をする場合は、お互いに合図をし、確認し合って作業をして下さい。 

特にトラクタのエンジンを始動させる際や、エンジンが作動している状態では、十分注意し

て下さい。思わぬ事故を起こす恐れがあります。 
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○トラクタへの装着順序（スタンダード仕様の場合） 

注意 

① 取り付けのときは、必ずエンジンを停止させて下さい。 

② 着脱作業は、平坦な場所で行って下さい。 

③ 作業機の周りに人がいないことを確認してから作業を行って下さい。 

1. トラクタの左ロワリンク、右ロワリンク、トップリンクの順で装着して下さい。 

2. ユニバーサルジョイントを装着して下さい。ジョイントカバーが回らないように付属の鎖を

機械に引っ掛けて下さい。ユニバーサルジョイントはトラクタにより異なりますので適当な

長さに切断してお使い下さい。 

3. トラクタのチェックチェーンを左右均等に張って下さい。張った後、半回転戻す位が目安で

す。 

4. スピンナーのディスク面が地上から 50cm～60cm の高さで、ほぼ水平になるようトップリン

クを調整して下さい。 

5. 作業機へのユニバーサルジョイントの取り付け

はシャフトの凹みと大きい穴を合わせ M10×60

（キャップスクリュー）を通し、六角レンチ（付属

品）と工具（17 のスパナ）で M10 のナイロンナット

をガタが無いように確実に締めて下さい。 

 

 

◆ユニバーサルジョイントの切断方法 

ユニバーサルジョイント（以下ジョイント）は、必ず適正長さの範囲内で使用してください。 

短すぎるとジョイントが抜けて思わぬ事故につながり、長すぎると機械を破損させてしまいま

す。短い場合は適正な長さのものに交換し、長い場合は切断し使用して下さい。 

 

◎適正長さの確認 

トラクタ PTO 軸と作業機の入力軸が水平で一直線上にある時、ジョイントが一番短くなりま

す。この状態で 1cm 程度スキマがあればそのまま使用できます。 
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また､ジョイントのオス・メスを外して PTO 軸と入力軸に取り付け、水平で一直線上に並ぶ（最

縮）時にスキマが 25mm 以上あり、作業機を上下させてジョイントが１番伸びる（最伸）時にオ

ス・メスの重なりが 100mm 以上あると適性長さの範囲です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ジョイント切断方法 

1. ジョイントのオス・メスを外してトラクタと作業機の最短の作業位置に合わせ、相手側とな

る安全カバーの筒の端から、25mm スキマがあく位置にそれぞれマークをつけて下さい。 

2. オス・メスの安全カバーをマークした長さだけ切断して下さい。 

3. オス・メスの内外筒チューブを、安全カバーの切断した部分に合わせて切断して下さい。 

4. 切断後は切り口にヤスリをかけ、バリを除きスムーズにスライドできるようにしてください。 
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○トラクタへの装着順序（オートヒッチ仕様の場合） 

注意 

取り付けのときは、必ずエンジンを停止させて

下さい。 

 

① オートヒッチを右図のように装着して下さい。 

 

 

 

 

② トラクタの油圧でオートヒッチを上げ、フック部分でスタ

ンドが装着された作業機の A 部に引掛けます。さらに

上げることで自動的にロワリンクが結合します。 

 

 

③ オートヒッチのロックをして下さい。 

 

④ オートヒッチには予めユニバーサルジョイントが付属

しています。ジョイントカバーに付属しているチェーン

をトラクタと作業機に固定し、ジョイントカバーが回ら

ないようにして下さい。 

 

⑤ スピンナーの地上高を 50cm～60cm にして作業し

て下さい。 

 

 

⑥ トラクタのチェックチェーンを左右均等に張って下さい。 

 

 

 

 

 

⑦ 移動時や作業時はスタンドを外して下さい。 

警告 

適応範囲内のトラクタで使用して下さい。適応範囲内のトラクタでも、発進時、登坂時に前が浮

き上がる場合は、必ずフロントウェイトを装着して下さい。思わぬ事故を起こす恐れがありま

す。 

① 

② 

⑤ 

⑥ 
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作業前の点検･調整 

作業前に次の点検･調整を行って下さい。事故や故障の防止、耐用年数延長の為にも

適正な調整は大切です。作業前に必ず行う習慣をつけて下さい。 

１．作業機姿勢の調整 

スピンナーの地上高を 50ｃｍ～60ｃｍにして作業して下さい。 

この時にディスクの傾きが水平（0°）から±3°の範囲内にあることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．シャッターの調整 

シャッターの開閉位置を確認して下さい。 

 ※「全閉」の時          ：シャッターが完全に閉じている事 

 ※「全開」（開度 20）の時 ：シャッターが完全に開いている事 

1. レバーを握るとロックピンが外れます。 

2. シャッターアッパーのレバーを動かし、ピンをシ

ャッターアッパーの 3 ヶ所ある穴の左の穴（砂

状・ヨウリン）に入れます。 

3. 連結金具の割りピンを開き、連結金具をシャッ

ターレバーから外します。シャッターレバーを動

かし、「0」の位置で止めて下さい。 
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4. シャッターロッドを前後に動かし、シャッター

を一度、全開にします。 

 

5. シャッターロッドを引き、シャッターを回転さ

せ全閉にします。完全に閉じてから更にシャ

ッターを 1mm～1.5mm 入り込ませます。 

 

6. 連結金具を回転させ、シャッターレバーの下

側の穴に金具を固定し、割りピンを差し込

みます。この時、割りピンは開かないで下さ

い。 

 

7. シャッターレバーを「0」～「20」まで 2，3 回動

かし、「0」で止めて下さい。この時シャッター

が全閉になり 1mm～1.5mm 入り込んでいれ

ば調整終了です。割りピンを開いて連結金

具を固定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. シャッターが全閉で 1mm～1.5mm の範囲にない場合は次のように調整して下さい。 

① 1mm～1.5mm の位置まで入り込んでいない場合… 

連結金具を右方向に回転させ、調整する。 

② 1mm～1.5mm の位置より入り込んでいる場合… 

連結金具を左方向に回転させ、調整する。 

 

重要 

・ 連結金具により調整が出来ますが、「全閉」の時は、必ずシャッターが完全に閉じている

状態にして下さい。 

・ ブロードキャスターの型式により、連結金具の取り付け位置が変わりますので、調整後の

組付時は、取り付け位置を確認して下さい。 

連結金具取付位置 
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３．散布量の調整３．散布量の調整３．散布量の調整３．散布量の調整    

散布量は、次の表を目安に調整して下さい。 

○シャッター目盛と散布量の関係表      トラクタ車速： 6km/h  

PTO 回転数： 540rpm 時を表記 

○散布量確認と調整要領について 

 圃場での作業の前に散布量の確認のテストを実施して下さい。 

《例》 

 6km/h の車速で、化成肥料を 10a 当たり 50kg 散布したい場合 

  ･散布幅を 11m とすると、10a の散布に要する時間は、    

 

    

 

  ･この計算を基に次のテストを行います。 

（準備）☆羽根を外す 

☆本機の下にシート敷く 

☆計量計を用意する 

 

（テスト） 

① 散布したい量の目盛、または近似で 

1 段上の目盛にシャッターストッパーを合わせる 

（例では「14」に合わせる） 

② 散布したい量を計量してホッパーに入れる。 

       （例では「50kg」入れる） 

③ PTO 回転数を 540rpm にする。 

④ シャッターを開け全量吐出される時間を測定する。 

       （例では「55 秒」が目標） 

     …吐出時間が 55 秒以上の場合はシャッター連結金具の調整でシャッターを開く。 

              55 秒以下の場合はシャッター連結金具の調整でシャッターを閉じる。 

    調整後、再度確認テストを繰り返しシャッター開度目盛の確認をしてから圃場散布をす

るとより正確な散布量を得られます。 

肥料の種別 

散布幅 シャッター開度と散布量（kg/10a） 

（ｍ） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

大粒状物 

8～10 0 0 0 0 0 0.1 5 9 15 23 35 37 44 55 68 80 93 110 130 155 

（化成等） 

小粒状物 

5～7 2.1 13 30 50 80 110 130 150 170 200 230 250 280 320 370 350 330 310 290 270 

（ようりん等） 

粉状物 

4.5～6.5 0 0 0 1.6 28 48 72 92 116 136 160 180 204 228 268 316 316 308 300 292 

（石灰等） 

1000 ㎡（10a） 

＝ 

  1000 ㎡ 

×60 分＝0.909 分＝55 秒 

11m×6 ㎞／h 11m×6000m 

羽根を外す 

シートを敷く 

（幅 5m 程度） 
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○散布量と車速の決め方 

《例》 

 化成肥料を 10a 当たり 60kg 散布したい場合 

  ・前述の散布表より大粒状物の項の 60kg または 60kg の近似で小さい値のシャッター開 

度を設定します。（例では「55kg」の開度「14」に設定する） 

  ・この時の車速は 10a 当たり 55kg の散布の場合は車速 6 ㎞/h の設定でしたので、より多 

く散布するにはゆっくり走行します。 

6 ㎞/h × 55kg 

60kg 
＝ 5.5 ㎞/h 

◎ 55 kg/10a・・・・散布表より 

   ◎ 6 ㎞/h・・・・・・開度 14 で 55ｋｇ散布する時の基準車速 

◎ 60 kg/10a・・・・10a 当たり散布したい量 

 

４．散布部の調整 

シャッターには穴が 4 ヶ所開いています。レバーを握り、任意の肥料に合わせて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

○片側散布の場合 

右側散布の穴に合わせると右側散布ができます。この時の散布量は通常の全面散布と同じ量

になります。 

注意 

消石灰などの粉状肥料あるいは小粒状の肥料では、粉がスピンナーにまとわり付き均一散布が 

困難ですので、片側散布はしないで下さい。 

 

 

 

 

 

ロック解除 
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5.ブレードの調整 

肥料の種類や粒の大きさによって、散布が偏る場合があります。 

その場合は、ブレード位置を変更し、左右へ均等に散布されるよう調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．①、②のボルトをゆるめます。 

２．②のボルトを外し、変更したい方の穴へブレードを合わせてください。 

 （ディスクに 3 個穴が空いています。） 

３．①、②のボルトを両方、確実に締め、固定して使用してください。 

 

注意 

取り付けしたボルト・ナットは確実に締め込んで下さい。緩みがあると 
スピンナーの破損、思わぬ事故を起こす恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２

１

進行方向「左」へ散布が偏る場合 進行方向「右」へ散布が偏る場合

ブレード 
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6．給油 

下図の部位に♯８０ギヤオイルなどを給油して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給油箇所 オイルの種類 給油時期 備考 

ミッションケース ♯80 ギヤオイル 200 時間毎 
全量交換 

90ｍｌ 

ユニバーサル 

ジョイント 

♯80 ギヤオイル

グリース 
作業前 適量 

ユニバーサルジョイント

 ミッションケース 



 - 21 - 

作業方法. 

① ホッパーに散布物を入れ、散布量に合わせシャッターストッパーの位置を設定して下さい。 

② トラクタ油圧にて本機を作業位置にした後、付近に人、家畜がいないことを確認してから静

かに PTO クラッチを入れて下さい。 

③ PTO 回転数が 540rpm に上がってからシャッターを開き、散布作業に入って下さい。 

④ 作業速度は 4～8 ㎞/h の範囲を守って下さい。 

⑤ 作業中、異音等が発生した場合は、直ちに PTO クラッチを切り、エンジンを停止して作業を

止めて下さい。原因を取り除き安全を確認して作業を再開して下さい。 

警告 

① 本機を装着すると前後バランスが変わります。発進時、登坂時に前が浮き上がる場合に

は転倒などの事故を起こす恐れがあるのでフロントウェイトを装着して下さい。 

② 作業中以外は、PTO を切って下さい。 

③ 作業中は作業機に人を近づけないで下さい。特に子供には注意して下さい。 

④ エンジンは作業機を降ろしてから停止して下さい。エンジン始動時に急に下がり、事故を起

こす恐れがあります。 

⑤ 圃場から出る時に前が浮き上がる場合、転倒事故につながります。無理せずバックで出て

下さい。その後フロントウェイトを装着して作業して下さい。 

注意 

① PTO 回転数を 540rpm 以上に上げると、異常な振動の発生あるいは、本機の破損につな

がりますので絶対に上げないで下さい。 

② ユニバーサルジョイントの角度を 15°以上で使うと振動や異音等の発生あるいは、 

本機の破損につながるため注意して下さい。 

 

 

③ ホッパー内に散布物を入れたままにしておくと散布物がホッパー内で固まり作業が出来な

くなる場合があります。 

④ PTOは散布する時のみ回転させて下さい。シャッターを閉じたままPTO を長時間回転させ

ると散布物が固まり、本機の破損につながります。 

⑤ 被覆肥料は強い衝撃で被膜が破損し溶出する恐れがあります。被覆肥料を散布する場

合は、次の点にご留意下さい。 

１） アジテータを取り外す。 

２） シャッター開度を大きく開き作業速度を速める。 

３） 肥料の取扱いに注意し、ホッパーには現地で投入する。 

被覆肥料以外の肥料を散布する時は、必ずアジテータを取り付けて下さい。 

アジテータがないことにより均一に散布されない場合があります。 

⑥ 安全カバーは、オペレーター保護の為、必ず装着して下さい。 

⑦ 移動時は、PTO クラッチを必ず切って下さい。 
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◎散布作業 

１．初めて作業される方の散布要領 

初めて散布作業をされる方は風のない時を

選び、散布したい量を 2 回に分けて重複散布

します。（60kg/10a なら 30kg ずつ散布しま

す。）有効散布幅で１回目は縦方向、2 回目

は横方向と十字に散布することによりムラを

少なくすることが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．風の少ない時の散布要領 

① 1 回散布 

有効散布幅をトラクタの走行間隔にす

る方法で、所定の散布量のシャッター

開度で散布します。能率が上がり経済

的な方法の為、熟練した方におすす

めします。 

② 2 回散布 

有効散布幅の半分の間隔でトラクタを

走行させ、重複散布する方法です。こ

の場合は、シャッター開度目盛を散布し

たい量の半分量に合わせます。往復走

行でも差し支えありません。

 

 

 

 

 

３．風が少しある時の散布要領 

風が少しある時は、散布作業は避けたほうがよいのですが、やむを得ず散布しなけれ

ばならない場合、できるだけ風に向かって作業をして下さい。散布ムラを最小にとどめ、

オペレーターに肥料がかからないようにするためです。この場合も、1 回散布・2 回散布

の方法がありますがいずれも風に向かって散布し、往復散布はしないで下さい。 

① 1 回散布                       ② 2 回散布 
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保守管理 

１．作業シーズン中の保守管理 

① 作業終了後は本機をよく清掃しユニバーサルジョイントに給油をして下さい。 

② 各部のボルト・ナット類の緩み、ピン類の脱落がないか点検して下さい。 

２．作業シーズン終了後の保守管理 

① 各部の清掃を完全に行い、特にシャッター周りの分解清掃をして下さい。 

② 各部を点検し、損傷した部分があれば早めに修理又は部品交換して下さい。 

③ 格納する場合は、スタンドを立て、湿気やホコリのない場所に安定させて格納して下

さい。 

※シャッター周りは分解が出来ますので、作業シーズン終了後は分解清掃をして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ ャ ッ タ ー 周 り

組付図 
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トラブルの原因と処理方法 

現象 原因 処置 

・作業中ジョイントから音が出る 
・ジョイントに角度がついて使われて

いる 
・作業機を水平に取り付ける 

・持ち上げ時入力軸を破損する ・ジョイントが長過ぎる 
・ジョイントを適正な長さに切断

する 

・作業中作業機が大きく振動する ・ロワリンクのチェックチェーンが緩い
・チェックチェーンを左右均等

に張る 

・ジョイント取り付けのセットボル

トが折損する 

・セットボルトを確実に締め付けていな

い 
・確実に締め付ける 

 

 

オプションについて 

多用途散布ができるように各種のオプションを用意しています。お買い上げいただいた

販売店にお問い合わせ下さい。 

 

① キャンバスアタッチ 

散布部をシートで覆い、石灰等の粉状肥料散布

のときに粉の舞い上がりを防止します。使用時

の散布幅は 3.5ｍです。 

 

 

② 電動リモコンシャッター 

トラクタの座席からシャッターの開閉を遠隔操作

できます。シャッターレバーは不要になるため特

にキャビン付トラクタの場合は便利です。 
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電動リモコンシャッターについて 

１.電動リモコンシャッターの名称と働き 

注意 

リモコンシャッター本体及び制御ボックス、コントロールボックス、配線類の分解、改造

は危険ですのでしないで下さい。また、メーカー保証の対象外になりますので注意して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① リモコンシャッター本体････････････････アームが動いてシャッター開閉を行います 

 品番 A8R-110000-00 

 

② 制御ボックス 

 品番 A8R-230000-00 

                            ･･････シャッター開閉を操作する物です 

③ コントロールボックス 

 品番 A8R-220000-00 

 

④ ヒューズ 1A ････････････････････････････････電気回路の保護ヒューズです 

 品番 A8R-220400-00                    （管ヒューズ 1A） 

 

⑥ ワイヤーハーネスＨ ･･････････････････････････････バッテリーからの配線です 

 品番 A8R-211800-00 

 

⑦ ヒューズ 30A ･･････････････････････････････メイン電源の保護ヒューズです 

 品番 A8R-211801-00                （自動車用ヒューズ 30A） 
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２.接続方法 

注意 

・ 電動リモコンシャッターの作動電源は、バッテリーＤＣ12Ｖです。その他の電源に接続

すると破損しますので、絶対に接続しないで下さい。 

・ バッテリー電圧が不足していると、作動しない場合がありますので、バッテリー電圧を

確保するようにして下さい。 

・ バッテリーの＋と－を必ず確認してから、端子へ接続して下さい。誤って接続すると電

子部品の故障の原因になりますので注意して下さい。 

 

① ワイヤーハーネスとトラクタのバッ

テリーを接続して下さい。赤色のコ

ードを＋へ、黒色のコードを－へ

接続して下さい。 

 

② コントロールボックスの電源スイッ

チが「切」になっている事を確認し

てから、配線を接続して下さい。 

 

 

③ 接続が完了したらシャッターの開閉動作を確認して下さい。（操作方法の項参照） 

 

３.作業前点検 

① ヒューズの点検 

リモコンシャッターには、2 種類の保護用ヒューズが入っています。切れていると電源が

入りませんので作業前に点検し、切れているときは、新しい物に交換して下さい。（電動

リモコンシャッターの名称と働きの項参照） 

  ※ヒューズ 1A  ：電源回路保護ヒューズ（管ヒューズ 1A） 

  ※ヒューズ 30A ：メイン電源保護ヒューズ（自動車ヒューズ 30A） 

注意 

ヒューズが切れた場合は、針金や銀紙などで代用せず必ず同容量のヒューズと

交換して下さい。又、バッテリー電源との＋と－の接続を再度確認して下さい。 

 

② 肥料をブロードキャスターのホッパーに入れる前に、リモコンシャッターの動作確認をし

て下さい。 （操作方法の項参照） 
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４.操作方法 

下記のラベルがブロードキャスター本体のホッパーに貼りつけられておりますので参考

にして操作して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※シャッターが 「開」いている 状態で、電源スイッチを「切」とシャッターが閉じる方向に

作動します。 

 

５.シャッターの調整 

シャッターの開閉位置を確認して下さい。 

 ※「全閉」の時          ：シャッターが完全に閉じている事 

 ※「全開」（開度 20）の時 ：シャッターが完全に開いている事 

1. レバーを握るとロックピンが外れます。 

2. シャッターアッパーのレバーを動かし、ピ

ンをシャッターアッパーの 3 ヶ所ある穴の

左の穴（砂状・ヨウリン）に入れます。 

3. 連結金具の割りピンを開き、連結金具を

シャッターレバーから外します。シャッタ

ーレバーを動かし、「0」の位置で止めて

下さい。 
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4. シャッターロッドを前後に動かし、シャッタ

ーを一旦全開にします。 

 

5. シャッターロッドを引き、シャッターを回転

させ全閉にします。完全に閉じてから更に

シャッターを 1mm～1.5mm 入り込ませま

す。 

 

6. 連結金具を回転させ、シャッターレバーの

下側の穴に金具を固定させ、割りピンを

差し込みます。この時、割りピンは開かな

いで下さい。 

 

7. シャッターレバーを「0」～「20」まで 2，3 回

動かし、「0」で止めて下さい。この時シャッ

ターが全閉になり 1mm～1.5mm 入り込ん

でいれば調整終了です。割りピンを開い

て連結金具を固定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. シャッターが全閉で 1mm～1.5mm の範囲にない場合は次のように調整して下さい。 

① 1mm～1.5mm の位置まで入り込んでいない場合… 

連結金具を右方向に回転させ、調整する。 

② 1mm～1.5mm の位置より入り込んでいる場合… 

連結金具を左方向に回転させ、調整する。 

重要 

・ 連結金具により調整が出来ますが、「全閉」の時は、必ずシャッターが完全に閉じてい

る状態にして下さい。 

・ ブロードキャスターの型式により、連結金具の取付位置が変わりますので、調整後の

組付時は、取り付け位置を確認して下さい。 

連結金具取り付け位置 
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6.トラブルの原因と処理方法 

現象 原因 処置 

・配線、コネクタが抜けている 
・配線類を確認しコネクタ類を

しっかりはめ込む 

・電源が入っていない ・電源スイッチを入れる 

・保護ヒューズが切れている ・ヒューズ交換 

・リモコンシャッターが作動しない 

（バッテリー電源接続の＋,－が逆）   

・リモコンシャッターが閉じない（シ

ャッター「閉」赤ランプ点滅） 

・シャッターが閉じる時の過負荷によ

るモーター停止 

・ブロードキャスターのシャッタ

ー部の点検、清掃 

・リモコンシャッターが開かない

（シャッター「閉」緑ランプ点滅） 

・シャッターが開く時の過負荷による

モーター停止 

・リモコンシャッター本体のみで

作動確認（この処置でも不具

合の場合は販売店へ連絡して

下さい） 

電源スイッチを操作しても電源入

／切れない 

 

バッテリーからの電源配線コネクタを一度抜き、再度差し込む（P27

参照） 

・電源スイッチを「切」って閉ランプが消灯してから再び「入」にし、肥

料スイッチを操作する 
肥料スイッチを操作しても出る／

止まる（シャッター開／閉）されな

い 
・バッテリーからの電源配線コネクタを一度抜き、再度差し込んで操

作する（P27 参照） 
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主要諸元 

 

◎ 本仕様は改良の為、予告なく変更することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格 散布幅 適応トラクタ 全長 全幅 全高 重量 作業速度 
型式 

（㍑） (m) kw(ps) (kg) (kg) (kg) (kg) (km/h) 
装着装置の種類

大粒 

8～10 CS200(R) 

小粒 

11.0～22.1 

(15～30) 
 80 

日農工標準３P

(直装) 

5～7 

粉状 
ＣS200（R）-0S 

(オートヒッチ仕様) 

200 

4.5～6.5 

11.0～22.1 

(15～30) 
 

  

100 

4～8 

日農工標準３Ｐ

０・1 型 

大粒 

8～10 CS300(R) 

小粒 

14.7～36.8 

(20～50) 
 80 

日農工標準３P

(直装) 

5～7 

粉状 
CS300(R)-0S 

(オートヒッチ仕様) 

300 

4.5～6.5 

14.7～36.8 

(20～50) 
 

  

100 

4～8 

日農工標準３Ｐ

０・1 型 
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